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まえがき 

 

本報告書は、2015 年度「イギリス文学・文化論演習」（加藤ゼミ）における、海外語学研

修及び海外フィールドワークとその事前・事後学習をまとめたアクティブ・ラーニングの活

動記録である。3年次生は 8月にイギリスのバース大学にてEnglish Language and Culture

という語学と文化を学ぶサマーコースを 2 週間受講し、その後オックスフォードとロンド

ンにて 1 週間のフィールドワークを行った。「演習」とは別の時間に週 1 コマ、前期期間中

に事前学習を行い、訪問先の文化、歴史、及び各自のフィールドワークにおける調査トピッ

クに関する発表とディスカッションを行った。後期は、事後学習として調査トピックに関す

る追跡調査を文献やインターネットを通じて行い、「フランス文化論演習」（平松ゼミ）との

合同発表会において、各自の調査研究に関する発表を行った。そして 1 年を通じたアクテ

ィブ・ラーニングの総括として、春休み中に本報告書を執筆、編集し、発行することとなっ

た。 

海外研修を通じて学んだことは、語学、文化、自分の研究テーマに関することだけでなく、

自立心や責任感といった社会人として求められる要素も飛躍的に向上したことも付け加え

ておきたい。これらの活動がグローバル人材としての一つの歩みになることを期待してい

る。本報告書の編集に際しては、教員の手を煩わせることなく、各自が責任を持って取り組

んだことも一年間の大きな成果である。本報告書が後輩への指針になればと願っている。 

加藤 千博 

＜旅程表＞
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 １．Preparatory Research 

 Bath: 

 

 

 

  

＜基本情報＞ 

・人口: 83,992 人 

・面積：約 29㎢ 

・人口密度：2897/㎢ 

・サマセット州にある独立自治体。 

・ロンドンから西へ 97miles (156km） 

・ブリストルから南東に 12 miles (19km) 

・緑の球の中の黄金の町といわれる。 

＜温泉＞ 

・イギリスの中では唯一の温泉地であり、３

箇所の源泉が存在する。 

・古代ローマ人が温泉の町として発展させ、

かつては入浴・医療・社交の場であった。 

・43種類のミネラルを含む炭酸泉 

・別府市と姉妹提携都市となっている。 

＜バースの庭園＞ 

✦Prior Park Landscape Garden 

・18 世紀の風景が楽しめる 

・世界に 4 つしかないパラディオ様式の橋 

✦Royal Victoria Park  

・1830 年ビクトリア女王(11 歳)によって建

設されたイギリス式庭園 

・最初の「ビクトリア・パーク」（イギリス

だけではなく、当時のイギリス連邦各地に残

っている）として現存 

・北の端には Botanical Gardens がある 

✦Parade Garden 

・バースの最も中心地に位置する 

・夏の間、日曜午後(15:00~)バンド演奏が行

われている 

The Roman Baths 

Prior Park Landscape Garden 

Royal Victoria Park  
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＜バース大学＞ 

・イングランド南西部、バースの郊外 

にある大学。 

・学部生 9995 人、院生 1955 人(2012 年) 

・図書館、学習センターは 24 時間開館。 

・学生の６割は、インターンシップか 

留学を体験。 

・大学総合ランキングで毎年 10 位前後。 

・人気コース 

ビジネス 

開発学  

ファンデーションコース 

MBA 

薬学 

建築学 

機械工学 etc… 

＜イギリス、バースの教育＞ 

◆イギリスの教育システム 

・１６歳までの子供は家庭か学校で教育を受ける義務がある。 

・公立学校：政府か地方の教育委員会からの資金で運営。 

・私立学校：プライベートスクールまたは 

パブリックスクールとも呼ばれる。 

・イギリス全土にパブリックスクールは２６００ほどある。 
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※GCSC…任意受験の統一試験。 

受験義務はないが、この試験の結果は 

その後の進学や就職の際の選考基準として重きが置かれる。 

◆ホームスクーリング：家庭で、親や家庭教師から教育を受ける。 

◆バースの教育機関 

University of Bath 

Bath Spa University 

Bath College 

Norland College 

◆バースの中学生たちの中には 2009 年、GCSE で一定の成績に

到達した学生が 59．9％いた 

（http://www.jcinternational.co.uk） 

http://www.jcinternational.co.uk/
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<ブリティッシュパブ＞ 

✦パブ 

・イギリスで発達した 

酒場で Public House の略称。 

 

✦パブの歴史 

・元々は酒の提供だけではなく、簡易宿泊

所や雑貨屋の機能も備えた場所として 18

世紀から 19 世紀頃に発達した。 

・階級社会であったイギリスでは、かつて

労働者階級用の空間と中流階級以上の客

のための空間は区切られていて、入り口も

別につけられていた。 

 

✦パブの慣習 

客が直接バーテンダーに注文し、飲み物を

受け取りその場で清算するキャッシュ・オ

ン・デリバリーという様式が基本 

 

✦buying a round 

・数人でパブに行った場合、一人の代表者

が全員分の代金を支払う習慣。 

・次の機会の代金支払い時に、別の人物が

支払うことで帳尻を合わせる。 
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スコットランド料理（haggis） 

 

 

＜バースのレストラン＞ 

バース中心街では、世界各国の料理

店が立ち並ぶ。 

事前研究で調査した伝統的なブリテ

ィッシュレストラン Salamander には

研修時実際に訪れ、英国料理ヨークシ

ャープティングを食した。 

（左写真） 

・Sotto Sotto 

    イタリア料理 

・Menu Gordon Jones 

  イギリス料理 

  →haggis などスコットランド系の料理 

・Ole Tapas 

    スペイン料理 

・Clayton’s Kitchen 

    イギリス料理 

ヨークシャープティング 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj9rcnz0sXMAhXGrKYKHUs-AgkQjRwIBw&url=http://ameblo.jp/sakurako-london/entry-11915733165.html&bvm=bv.121421273,d.cGc&psig=AFQjCNFxN3myx3dFiWvLXIkP8jYM0GjQfQ&ust=1462630898450077
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＜バース寺院＞ 

・757 年～ アングロサクソンの教会 

・993 年  エドガー王戴冠式 

・1066 年 ノルマン人の英国征服 

・1090 年 ノルマン様式の巨大な大聖

堂に建て替えた 

・1499 年 次第に衰退し、廃墟となっ

ていったが、現在のバース

寺院が建造された 

・1539 年 ヘンリ八世によって全修道

院が解散され、未完成であっ

た寺院は身廊に屋根がかかる

前に工事が中止された。 

 

・美しいステンドグラス、オルガンが

特に注目すべき点とされている。 
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＜ロイヤル・クレッセント＞ 

・クレッセント＝三日月 

→三日月のようにきれいな曲線を描

いた建物 

・1767－74 年にジョン・ウッドが建設 

・パッラーディオ様式 

・イオニア式の列柱に飾られた半楕円

形で家の一つが博物館となってお

り、バース屈指の高級ホテルでもあ

る。 

・館内は 18 世紀のインテリアでまとめ

られており、バースゆかりの肖像画

が掲げられている。 

・テラスハウス方式 

→住戸が横方向にのみ連続し、異な

る住戸が上下に重なることがない。 

・イギリスの集合住宅はこの形式が多

数を占める。 
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＜バースのスポーツ＞ 

✦人気の高いスポーツ：ラグビー。 

・イギリスでは、ラグビーには 2015 年にロン

ドン主催でラグビーのワールドカップを行う

ほどの人気がある。 

・イギリスのパブリックスクール、ラグビー校

がラグビーの発祥地となっている。 

・バースを拠点地とするサッカークラブや 

市内にはクリケット場もある。 

 

✦サッカークラブ 

・Bath City F.C 

・1889 年に創設されフットボール 

カンファレンスのカンファレンス・サウス（6 部相当）に所属。 

 

✦ラグビークラブ 

・1865 年に創設され 150 周年を迎える。 

・Lansdown Cricket Club のメンバーが創設、イングランドプレミアシップ所属。 

 

✦Aviva Premiership Rugby 

・イングランドの最高峰リーグで 1987 年に始まり、12 チームが参加。ホーム＆アウェイ

方式の総当たりリーグ戦、9 月～5 月末に開催される。 
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＜バースのレジャー＞ 

✦ballooning 

・ビクトリア公園発 

・1 時間程度バース市街上空を飛ぶ。 

✦CINEMA 

✦Odeon Bath  

・ローマンバスから徒歩 6 分 

・上映本数 13 本 

✦The Little Theatre Cinema,Bath  

・ローマンバスから徒歩 2 分 

・上映本数 8 本 

✦Theatre Royal 

・イギリスで最も古い劇場の一つ。 

・子どもたちと若い層向けの劇が多い。 

✦History  

・バースで最初の劇場としてほとんどの儲けが

見込まれない状態で建てられ、閉館・開館を繰り

返し今に至る。 

＜バースの産業＞ 

✦現在の主要産業：観光 

・一年間に 100 万人の滞在訪問者と、380 万人の

日帰り訪問者が観光に訪れる。 

・ロンドンに次いで訪問者の多い観光地。 

✦過去の主要産業 

・かつては製造業で重要な拠点だった 

✦Stothert & Pitt 

・1785 年に Bath で創設されたエンジニア会社

でクレーンなど、様々なエンジニア製品を製造。 

✦ソフトウェア産業 

・Future Publishing→Future plc 

→本社を Bath に置くメディア会社。 

・“media with passion”の理念。 

・30 以上の雑誌をテクノロジー・映画・スポー

ツなどの分野で出版している。 
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Oxford: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<基本情報> 

・イギリスはイングランドのオックス

フォードシャー州の州都である。 

・市街地面積は金沢区の 1.5倍程度で、

その中に 15 万人ほどの市民が住んで

いる。 

・市街地には、オックスフォード大学

があることで有名である。 

 

◆ロンドンからのアクセス 

・ロンドンのパディントン駅からおよ

そ 1時間。 

・長距離バスでロンドンから 2時間弱。 

 

◆オックスフォード大学 

・英語圏で最古の大学。 

・様々なカレッジが大学を構成してい

る。 

・主な出身者 

デーヴィッド・キャメロン首相 

マーガレット・サッチャー元首相 

J.R.R.トールキン 

C.S.ルイス 

 

Christ Church からの眺め 

Christ Church 内部 
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◆Christ Church 

・オックスフォード主教管区の大聖堂であると共に、オックスフォード大学のカレッジ

である。 

・『不思議の国のアリス』や『指輪物語』シリーズにゆかりがある。 

 

◆ルイス・キャロルが過ごした Christ Church 

・ルイス・キャロルは Christ Church を最優秀の成績で卒業後、同校の数学教師として

研究をつづけた。 

・Christ Church の寮長リデルの娘アリスに出会い、『不思議の国のアリス』を執筆し

た。 

・『不思議の国のアリス』じゃナンセンス文学として位置付けられている。 

・本文には多数のナンセンスな言葉遊びが含まれており、作中に挿入される詩や童謡の

多くは当時よく知られた教訓詩や流行歌のパロディとなっている。 

・Christ Church で生まれた『不思議の国のアリス』は、のちの文学に影響を与えた傑

作として知られている。 

・前述のグレートホールには、ルイス・キャロル（本名：チャールズ・ラトウィッジ・

ドジソン）の肖像画が飾られており、ステンドグラスには主人公アリスやドードー鳥が

描かれている。  

 

◆トールキンと Christ Church の関わり 

・『指輪物語』『ホビットの冒険』の作者 

・1915 年、優秀な成績で英語の学位をとり、オックスフォード大学を卒業後、第一次世

界大戦にイギリス軍として参加、帰国し療養中に物語の構想を閃く。 

・帰国後の初仕事はオックスフォード英語辞典の編纂であった。 

・1945 年オックスフォードのマートン学寮に籍を置くマートン記念英語英文学教授と

なり、1959 年の引退までその職についた。 

・職務の中でダイアナ・ウィン・ジョーンズにも英文学を教えていた。 

・近代イギリス文学においての長編ファンタジーの祖とされる。 
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＜聖メアリー教会＞ 

・オックスフォード市街地にある。 

・市街地の建物の中でも古い建物の一つである。13

世紀に立てられたという古い尖塔を持つ教会であ

る。 

・内部の“The Old Library”はカレッジに対抗する

ために建設された初めての大学施設である。 

・『不思議の国のアリス』のモデルになったアリス・

リデルが通った教会。 

＜Diana Wynne Jones＞ 

・ロンドン出身の小説家。 

・オックスフォード大学セントアンズカレッジ卒業。 

・『指輪物語』で知られるトールキンや、『ナルニア国物

語』で知られる C・Sルイスの講義を在学中に受けた。 

・宮崎駿の映画『ハウルの動く城』の原作となる小

説”Howl’s Moving Castle”の作者である。 

・宮崎版では反戦がひとつの主題とされているが、彼女

はとくに戦争を意識して物語を書いたわけではない。 

・彼女自身、宮崎作品の大ファンであり、自作をアレン

ジされることに抵抗はなかったことを告白している。 
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＜Blenheim Palace＞ 

◆基本情報 

・オックスフォード郊外にある。1704 年、ブレンハイムの戦いでフランス軍に勝利したマールバラ

公ジョン・チャーチルにアン女王が送った屋敷である。 

・第二次世界大戦中のイギリスの首相であったウィンストン・チャーチルの生家でもある。現在で

もチャーチル家がこの屋敷で生活している。 

 

 

◆現在の Blenheim Palace 

・現在は観光客に開放され、チャーチル家にまつわる調度品から歴史を探ることができる。 

・約 55メートルにも及ぶロングライブラリーは、聖ポール大聖堂の設計で有名なクリストファー・

レンが設計した。 

・敷地の維持には膨大な費用がかかり、それらを入場料や敷地内に設けたアスレチック遊具などで

まかなっている。 
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◆Blenheim Palace に見られる庭園 

・ひとつの敷地の中に３種類の庭園様式がみられる。 

①イギリス式庭園 

 平面幾何学式庭園であるフランス式に対し、人口庭園でありながら、より自然の景観美を追求した様式。 

 イングランドで最も偉大な造園家ブラウン氏によって建築された。 

②フランス式 

 平坦で広大な敷地に左右対称性・幾何学的な池の配置や植栽の人工的整形を特徴とする。 

③イタリア式 

 幾何学的庭園で、テラス式とも呼ばれ、庭園敷地が長方形の形態が特徴である。 

 庭園の内部から周囲の風景を眺め、パノラマ景を楽しめる。 

 

 

◆ウィンストン・チャーチルと Blenheim Palace 

・ウィンストンは 1874 年 Blenheim Palace に生まれ、自身の祖先でもあるジョン・チャーチルに憧れてい

た。 

・やがてウィンストンは軍事面で頭角を現し、戦争に勝つことが最重要事項とされた世界大戦の時期に首

相に就任する。 

・この事とイギリス人が選ぶ好きな偉人ランキング一位に彼がランクインしたことを考えると、イギリス

人にとっての戦争の意味が見えてくる。 
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London: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本情報 

・イギリス内イングランドの首都であ

り国際都市である。 

・神奈川県の3分の2ほどの市域に840

万人が暮らす。 

・日本からロンドンへの直行便もあ

り、羽田空港から飛行機で 12 時間ほ

ど。 

＜グローブ座＞ 

・木造円筒形の建物で、シェイクスピアが活躍した

エリザベス朝当時のものを再現。 

・1回は土間の立見席、2～3階が桟敷席 

・屋根がないため、雨の日の観劇は少し不便である 

・現在もシェイクスピアの劇を上演し、バックステ

ージツアーでの席の裏側を見学することが可能 

・日本人はシェイクスピア作品において四大悲劇を

好むが、イギリスでは悲劇に比べ喜劇が好まれてい

る。 

・一度火事によって焼失している。 

→当時のスケッチブックや同時代の劇場の設計図を

基に再建。 

 

・市街地は、地下鉄をはじめ、タクシーや路線バスの網が張り巡らされ、また国内各地をむすぶバス

や電車が発着する交通の中心地であり、また政治や経済の中心そしてメディアを中心とした文化の発

信地である。 
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  ＜セント・ポール大聖堂＞ 

・イギリス国教会ロンドン教区の主教座聖堂で、聖

パウロを記念している。 

・およそ 6 割のロンドン市民がキリスト教徒であ

るため、この他にもロンドン市域には沢山の聖堂

が点在している。 

・Christ Church の一部を建築したクリストファ

ー・レンによる設計である。 

＜ハンプトンコートシャー宮殿＞ 

・“HAUNTED HOUSE”とは「お化け屋敷」。イギリスは数多くのお化け屋敷があるとされる。 

・このハンプトンコートシャー宮殿は、ヘンリ 8 世が住んだ宮殿で、ここで処刑された 3 人の妻やヘ

ンリ 8世の幽霊が出ると言われている。 

・ヘンリ 8世の妻で、エドワード 6世出産の 12日後に産褥熱でなくなったジェーン・シーモアの幽霊

が階段で見ることができる。のちのヘンリ 8世の妻キャサリン・ハワードの悲鳴も聞くことができる。

処刑されたヘンリ 8世の妻アン・ブーリンの幽霊や、ヘンリ 8世本人の幽霊も目撃されている。 

・東側はセント・ポール大聖堂などの設計で知られるクリストファー・レンの作品。 
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＜ＣＡＦＥ＞ 

◆CAFÉ ROUGE 

・チェーン展開しているコーヒー店。 

・パリの街角を意識した外観となっている。 

・ロンドン市民のファミレスのような存在であるた

め、ロンドンの日常を垣間みることが出来る場所？ 

 

 

 

 

 

 

◆CAFÉ REPUBLIC 

・イギリス国内のコーヒーチェーン店といえばこの

店。イギリスのドトールやスターバックスといった

存在。 

・ここも同様に、ロンドン市民の生活を垣間見るこ

とが出来る。 

 

 

 

 

 

 

◆CHARLES DICKENS COFFEE SHOP 

・ロンドンで執筆活動を行ったチャールズ・ディケ

ンズの元の住居である。ここの二階が彼の書斎であ

った。 

・現在はカフェとして、コーヒーや軽食をたしなみ

ながらディケンズのゆかりの地として観光客に人

気がある。 

 

 

CAFÉ ROUGE 

CAFÉ REPUBLIC 

CHARLES DICKENS COFFEE SHOP 
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＜Bloomsbury group> 

◆London Bloomsbury 

・20世紀初頭の作家、芸術家たちによるグループであ

る。 

・19世紀の古い道徳概念を批判し、新しい知と美を象

徴。 

・彼らの多くはアッパーミドルクラスの人間である。 

・Bloomsbury とは、ロンドンの地区の名前であり、彼ら

はこの地を愛し暮らした。 

・代表的人物は『ダロウェイ夫人』の作者であるヴァー

ジニア・ウルフ。 

 

 

◆Abbey road 

・ビートルズがレコーディングをした、アビーロード

スタジオの所在地であり、彼らが終焉を迎えた地であ

る。 

・スタジオの前の横断歩道で、アルバムのジャケット

写真を撮影した。 

・彼らが解散前に出した最後のアルバムであ

る”Abbey Road”の全曲をこの地のスタジオでレコー

ディングした。 

・一般道の横断歩道であるが、国の文化財として登録

されている。 
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まとめ： 

 実際 3 つの都市を調査し、バースという私たちに馴染みのない都市だけではなく、ロンドンやオックス

フォードといった私たちにとってある程度親しみのある都市についても調べることによって新たな発見が

あった。 

 バースは、街全体に最盛期であったヴィクトリア朝の要素が色濃く残っており、それゆえに観光客向け

の施設も充実しているように感じられた。他の２都市に比べ、日本人にはあまりなじみのない街であるが、

イギリスにとって、この街が歴史的にも、また建築様式などの芸術文化的に非常に価値の高い街であると

事前に学習していったおかげで、観光にとどまらない街探索や研究を現地で行うことができた。 

 また、日本ではあまり想像のつかない、大学と一体化している街がオックスフォードであった。多くの

文学的偉人を輩出し、オックスフォードという街がいかにイギリスの文学発展にかかせない場所であるか

を事前調査で感じた。実際に訪れるとやはり中心街は観光客であふれていたが、奥に入れば閑静なキャン

パスが数多く存在し、文豪ゆかりの地にも足を運ぶことができた。また事前調査ではわからなかったが、

学生たちによる演劇も街全体を通して盛んであった。 

 ロンドンは、国際的な市街地というイメージが強かったが、グローブ座から、Abbey road まで幅広いイ

ギリスの歴史を感じることができる街であると事前調査で感じた。実際に訪れて感じたことは、やはり多

人種が共存する街であり、ビジネスマンを見る機会も他の街に比べて多かった。また、治安の悪さは学習

していったが、浮浪者の多くが白人の若者であることに驚かされた。 

 実際のフィールドワークを想定した事前学習を通じて、より私たちが現地へ行く具体性や実行性を考慮

した調査を行うことができた。文学や文化的領域のみならず、交通インフラや、各都市の産業や地理的要

素にも目を向けることで、より幅広い視野で各都市を分析することが重要であると感じた。各都市を調べ

ることによって、そこから日本との共通点や相違点などを改めて確認することができた。 
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Ⅰ.授業 

１日目： 

 クラス分け学力テスト 

  Reading（マーク式） 

  Writing（テーマ指定の小論文） 

  Speaking（教師１人、生徒３人のディスカッション形式） 

          ↓ 

 キャンパスツアー 

  現地の大学生ボランティアによる大学構内散策。 

          ↓ 

 各クラス自己紹介 

 

授業時間： 

 １コマ９０分×３＋特別講義 or課外授業 を２週間 

 

 

 

２．Summer Course of University of Bath 
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一部 Topic： 

 ・British events  

結婚前の新婦が女友達と独身最後の夜を楽しむ（Hen party stag night bride groom） 

１５Cカトリック教徒らによるジェームズ１世暗殺計画を防げたことを祝う(Guy fawkes night) 

 

・Social issues 

  一人一人社会問題について、自国文化を交えながらスピーチ＆ディスカッション。 

 私は、“Women in society”について。男女平等になりつつある世の中だが、それは一時的なもので

はないか。例えば、育児・出産、それに伴う女性の社会復帰について。 

→育児休暇について、日本人ほどシビアに考えてはいない中国人 

 

親を選ぶか、子供を選ぶかを決断し相手を説得するシュミレーションゲーム。 

子を捨てる親と、親を捨てる子のどちらの罪が重いか最後まで決着はつかない白熱したディスカッ

ションを経験。相手を納得させる表現をディスカッションの中で見つけることは難しく、語彙力のなさ

を痛感した。また、国によってベースにある概念が異なることに驚いた。 

 

Homosexuality についてのディスカッション。 

アジアの同性婚容認国は少ない中、自国はこれからどのような選択をするだろうか考えた。日本は

やはり保守的国家なので様々な認可はされても、合法への道は長いだろうとスピーチ。詳細な現在の認

可、法律について自国の知識が浅いことを痛感。 

 

・Culture 

イギリス文化に関係のある写真を何枚か提示され、それがどのような文化か、またどのような意味があ

るのかグループごとに話し合い発表した。例えば食文化の一つとして挙げられたヨークシャープディング

はイギリスでは休日のランチメニューとされており、一般的に Sunday lunch として親しまれている。 

 

・Literature 

英文学『テス』の一場面をサイレントで映画鑑賞し、登場人物の行動が意味するものや彼らの心境を予

測し話し合った後、実際に音声付きで再度鑑賞しセリフから読み取れた新たな情報をもとに再び登場人物

らの心境や行動、また今後の展開などを話し合った。 

ライブラリーにある文学作品を一人一冊選び、時間内に読んだ内容についてそれぞれ発表し合った。 
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特別講義： 

 “The city of Bath” by Marian McNeir MBE   4th August 

バースという都市について、その概要や取り組み。バース市は年に 400 万人もの観光客が訪れる世界遺

産都市でありその人口は 87000 人、そのうち学生が 2000 人である。ユネスコが管理する世界遺産だがバ

ース市は 1720～1780 年代のジョージ王朝風の街並みと 2000 年前のローマ調の街並みが現存しているとい

う点が評価されたことで世界遺産登録に至った。 

しかし近年では世界遺産認定都市と人口増加との兼ね合いや交通問題、環境への配慮、近代的な建築物

を求める住民との対立など、課題も多く抱えている。 

 

 

 

 “Worldwide English” by Diana Hoplins     11th August 

世界共通語となった英語の経緯とその課題について。英語が世界共通語になった背景にはイギリスの経

済力に支えられた軍事力の存在が大きくあった。英語が他言語の地域に浸透していくと同時に、現地語と

英語が混同され新しく Pidgin 語という言語枠が形成された。現地には Pidgin 語しか話せない人が多く生

まれ、英語と現地語どちらも流暢に使えないという問題が発生した。 

英語が世界に広まることにはメリットとデメリットの両方が存在する。メリットとしては世界的に経済

力の向上が期待できること、旅行の簡易化、世界平和につながることなどが挙げられる。デメリットとし

ては言語や文化の多様性が失われることが挙げられ、実際に英語の広がりを受け 500 もの言語が話者がい

るにも関わらず消滅に追いやられている。 

また英語が共通語として広がる中で、英語そのものが多様化してきている。 
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Ⅱ．課外授業 

 
１週目：Boat trip in Bath 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bath の街を流れる川をボートで周遊。 

ボランティアガイドによる紹介を受ける。 

休日を利用し、ボートの中で暮らす人々が多くいる。（canal barge lock） 

街の人を巻き込んだ散策課題が出されるなど、街全体が観光客を迎え入れていることを感じた。 

 

 

２週目：Stourhead 

ナショナルトラストに登録されているイギリス式庭園を散策。 

多くの英国ドラマ、映画の撮影場所としても知られる（オースティン原作 

 映画『高慢と偏見』etc)。庭園内にはチャペルがあり、実際に結婚式をあげる 

カップルもいた。また神殿やローマ時代を思わせる様式の柱などが園内の各地に 

そびえる。幾何学的なフランス式庭園と対照的な自然美を追求したイギリス

庭園の代表的存在である。開園時の 1740 年には、“a living work of art”

と賞賛された。 
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Ⅲ．プロジェクト 

 
クラス授業とは別に、BathCulture/Music/Art/Food の４つに分かれて調査をし、発表。 

放課後の大学構内や、宿舎、休日の街に出て各自チームメイトと作業。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①Bath Culture 

 教育について（浦） 

  調査方法：インタビュー 

  発表方法：Film 作成・上映 

  （内容）バースの「教育」をテーマに「なぜバース大学がイギリスにおける学生満足度ナンバーワンに

輝いたのか」を調査。日本人、中国人の３名で行い、バース大学教授、生徒、そして進学を目指す

留学生、現地の住民にインタビューした。その模様をビデオカメラで撮影、編集し、発表。テーマ

に対する答えとして、①小規模な大学②課外活動の充実③留学制度の充実④インターンシップ制度

の活発化を導き出した。日本の大学以上に留学やインターンの環境が整っており、ゆえにナンバー

ワンの座を得ることができたのだと結論付けた。 

 

 歴史建造物について（大黒） 

  調査方法：インタビュー 図書館での調査  

発表方法：スライドを作成 

  （内容）RoyalCresent について。中国人の女の子とペアを組み、RoyalCresent を訪れた人にインタ

ビュー。歴史、様式などの情報と、バース市民にとって、また観光客にとってどのような場所な

のかを調査した。建物全体の色調が、街によって異なることを全員が強調し、バースの街並みは

はちみつ色であると表現されていた。歴史ある建物ゆえに、街で浮いた存在になっているのでは

という仮説をたてていたが、調べるほどに、街並み、住民と共存していることがわかっ

た。 
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②Art 

 Wall art について（川村） 

調査方法：Art の街 Bristol で課外調査、街の人々に対してのインタビュー 

発表方法：スライドを作成 

  (内容) Bristol に関係のあるストリートアーティスト、Banksy について実際に鑑賞しさらにストリ

ートアートの印象について街頭調査を行った。調査の結果、芸術的で好ましいと感じる人と汚い印

象を持っている人とで半々に分かれた。 

 

③Music 

 音楽文化について（中川・西村） 

  調査方法：Folk Festival 鑑賞、アーティストに対してのインタビュー 

  発表方法：スライドを作成/実際に演奏 

  (内容)音楽文化について、実際に Folk Festival を鑑賞しに行き演奏していた方々にインタビューを

行った。使われる楽器や音楽の形態など、イギリスの音楽文化を調査した。 

インタビューに応じた青年は特に Irish music を演奏し Melodeon と呼ばれるアコーディオンの鍵盤

の代わりに多くのボタンが付いた楽器を扱っていた。また影響を受けたイギリスのミュージシャン

としては、同楽器を演奏する Andy Cutting というミュージシャンを挙げた。 
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３.Fieldwork Presentations 

Ⅰ.130107 浦萌々理 

 

私は主に英国 18 世紀女流作家ジェーンオースティ

ンとバースとの関わりについて調べてきた。方法とし

て Jane Austen Centre、Jane Austen Tour、Victoria 

Museum Jane Austen’s Ball Party、Roman Bath、

Pump Room を訪れた。 

 

 

 

  主に Austen がどのようにバースという街を彼女   

 自身の作品に取り入れたのかに注目した。ここから  

 は事前学習、現地調査、考察（彼女自身がなぜバー 

スを嫌いになったのか）の順に展開していく。 

 

 

 

 

18 世紀イギリス田舎町の中産階級を舞台にし、

様々な作品の中で女性の結婚模様をリアルに描い

た。彼女も実際にハンプシャーの中のスティーブン

トンという田舎町に生まれ、バースに引っ越す前ま

で根付いていた。また、彼女の父は牧師であったた

め、彼女自身も中産階級に位置していた。ハンプシ

ャーの後、バースに移り住むことを彼女は嫌がった

がこれが大きな意味を持つと考えた。 

次にバースについて紹介する。かつてイギリス

の上流階級が愛した温泉保養地であり、１世紀に

ローマ人が、浴場や神殿を建設したことが始まり

である。バースストーンと呼ばれる蜂蜜色の石で

造られたジョージアン様式の建物が建設され、バ

ース市街の整然と区画された街並みは、後に多く

の都市計画に影響を与えたといわれており、1987

年に世界遺産に登録された。 
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彼女の処女作『ノーサンガーアビー』のあ

らすじを紹介する。詳しい説明は左のとお

りである。主人公キャサリンがバースでの

経験を経て大人の女性へと成長していくと

ころがポイントだ。 

事前学習としてこの作品を通読、そし

て映画を見た。Austen はバースを誰もが

経験し得る日常的な場とするとともに、

定住する場ではないとの見解を作品の中

で示しているように感じた。 

 

ここからは現地調査で分かったことを

述べる。Roman Bath にて当時実際に温泉

の効能があったことは不確かであるが、市

民の間で効果が期待されていたことはたし

かである。これにより、滑稽な登場人物に

温泉好きを取り付けることで Austen はバ

ースの非難をしていたるのではないか。 

 

Pump Room にて。鉱泉水を飲むことの

できる部屋であり、楽団による演奏を楽し

みながら会話を弾ませる社交の場である。

バース訪問者の名前と住所が記された芳

名帳があり、作中にもキャサリンが意中の

ティルニー氏の連絡先を知るため、ここに

足を運んでいる。 
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バースは流行の最先端であり、お土産選びに

最適な場所とされる。特に Milsom Street,と

Bond Street であり、Jane 自身も買い物を楽し

んだとされる。実際に行ってみて、流行の最先

端とは言えないが、お店などがまとまってい

て、アレン夫人が「家を出たら 5 分で買い物で

きる」と言っていたのは間違いではないことが

分かった。 

 

Ball Party、Assembly Room にて。ここはバ

ース社交界の中心地であり、バースを訪れた人

は噂話を持ち寄る。若い男女にとってこの時代

のダンスパーティーは重要で男女の会話を許

される場、女が優雅さを見せつける場であっ

た。思っていたより狭い空間だったため、オー

スティンが社交界を批判するのも納得できた。 

実際にどのように作品に取り入れたかとい

う疑問に対するまとめとして、オースティン

自身は温泉の効能を信じていないことから、

当時温泉を求める人々を批判的に捉え皮肉た

っぷりに描いたことと、 

滑稽な人物に社交界好きを取り付けた。この

ことから Austen のバースの社交界が嫌いだ

ったことがわかる。  

 

彼女が作家活動において最初に書き始めた

作品と最後に書いた作品どちらもバースが舞

台となっている。バースを嫌いであるとして

も少なからずバースは Austen にとって重要

な意味を持つと考えた。主人公たちがどう成

長していくか、などに注目して研究を進めた

い。 
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参考文献は以下のとおりである。 
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Ⅱ.130118 大黒茜 

                       

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

            

 

  

 

                      

 

 

 

 

  

宮崎駿監督『ハウルの動く城』と、イギリス

人作家ダイアナ・ウィン・ジョーンズによる原

作“Howl’s Moving Castle”について、イギリ

スでのフィールドワークで調査・考察してきた。 

目次は以下のとおりである。 

① 宮 崎 駿 作 品 と 原 作 の 違 い は               

②そのちがいについて現地のファンはどう思

っているのか 

→仮説として、 

①映画は反戦メッセージが強いのでは                   

②趣旨が変わっているので、快く思わないフ

ァンもいるのでは     

まず、宮崎駿作品『ハウルの動く城』は 2004

年に公開され、大ヒットを記録したジブリ作

品である。数々の賞を受賞し、世界でも高い

評価を受けた。 
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原作は以下のとおりである。 

1986 年に出版され、1997 年には日本語訳が出

版された。 

映画のストーリーは以下のとおりである。 

原作者のダイアナについて。 

              

 

仮説の検証を、イギリスのフィールドワ

ークで行った。書店の店員、ダイアナの母

校、大学の教員ら 23名に質問をし、日本の

学生と回答を比較した。 
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結果は以下のとおりである。 

作品の認知度は８割を超えたが、９割が実際

に読んだことはないと答えた。宮崎版の映画に

ついては５割が鑑賞したことがあると答えた。 

日本での追跡調査の内容は、イギリスで行っ

た質問と同じものを使用した。映画の認知度は

100％であった。が、原作を読んだことがある人

はいなかった。 

原作と、映画の違いについて検証していく。

原作で描かれる戦争は、サブプロットに過ぎ

ず、大きなテーマではない。一方で、映画のハ

ウルは明らかに戦争に敵意をもったキャラク

ターとして描かれる。 

映画の戦争描写について言及する。単純

な反戦が主題ではないのではないか。ハウ

ル=アナーキーな存在であり、その無謀さか

ら特攻隊の少年の象徴のようにも読み取れ

るのではないか。 
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ダイアナの言葉に以下のようなものがあ

る。ダイアナ自身も、宮崎作品との違いにつ

いて、戦争描写をあげている。そして、彼女は

その相違について、好意的に述べている。 

考察、仮説の結果は以下のとおりである。

二つの違いは戦争描写であるが、映画におけ

る主題は反戦ではなく、生きることへのメッ

セージではないか。又、今作はイギリス人以

上に日本人に認知されており、原作者も好意

的に趣旨の違いを受け止めていた。 

まとめ、振り返り。 

現地調査は不発であった。今後の対策と

しては、調査対象を広げる、あるいは絞っ

て行いたい。 

 参考文献は以下のとおりである。 
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Ⅲ.130206 川村茉由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回私はイギリスで Harry Potter シリーズ

のロケ地を訪れたりスタジオツアーに参加し

たりして、作品中のホグワーツそのものに関心

を持ち、ホグワーツはパブリック・スクールか、

という疑問を持った。 

こちらが目次である。 

Harry Potterシリーズとは、J. K. Rowling

による全7巻のイギリスのファンタジー作品

であり、1997 年にロンドンで第 1巻が発売さ

れてから瞬く間に世界的ベストセラーとな

った。2001 年からはワーナーブラザーズによ

る映画作品も公開された。魔法使いの少年ハ

リーが、両親を殺した宿敵ヴォルデモートと

戦う、愛と友情と勇気の物語である。 

作者の J. K. Rowling は、イギリスの女

性児童文学作家である。1965 年にチッピン

グ・ソドベリーで生まれ、エクセター大学

を卒業。英語教師としてポルトガルに渡り、

結婚・出産。離婚して帰国後、シングルマザ

ーとして貧困からくるうつ病に苦しみなが

ら処女作『ハリー・ポッターと賢者の石』を

執筆。シリーズ完結後はロバート・ガルブ

レイス名義で新作も発表。 
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川村学園女子大学文学部の菱田信彦氏は、作品

中ではイギリスの階級社会が風刺されていると

主張した。シリーズの大きなテーマである偏見・

差別は階級差によるそれの批判であり、現実社会

でも教育の場は階級差維持のために重要である

ことからホグワーツは作品中で階級維持装置と

して描かれているという。これに対し、作者が描

きたかった偏見・差別は階級によるものではない

という仮説を立てた。 

パブリック・スクールについて説明する。これら

は、パブリック・スクールの特徴である。 

①イギリスの伝統ある私立中等学校、②一般的に

は寄宿制、③高い授業料、④ジェントルマン階層

の子弟の教育の場、⑤全国規模で生徒を集める、

⑥寮制度や監督生制度などが挙げられる。黄色い

文字の③と④はホグワーツには当てはまらない。 

 

菱田氏は、パブリック・スクール、つまり階級維

持の装置としてのホグワーツの特徴は、入学試

験は行われず入学できるのは学校側が一方的に

選んだ生徒で希望者ではない点、ホグワーツに

入学した者とできなかった者(マグル)の間には

決定的な力の差が生じる点を挙げている。つま

り菱田氏いわく、努力で入学できるわけではな

く、また魔法の力の有無が力の差を表すという。 

しかし、ホグワーツがパブリック・スクールの異

なる点もいくつも存在する。まず、③高い授業料

についてであるが、作者の公式ツイッターに「ホ

グワーツの授業料は魔法省が負担するため学費

はかからない」とある。また、原作本文中では、

経済的余裕のない生徒を経済的に援助する制度

についても言及。つまりホグワーツは貧しい生

徒でも通える学校であり、パブリック・スクール

の特徴とは一致しない。 
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また、④ジェントルマン階層の子弟の教育の

場という点について、ホグワーツには純血、マグ

ル生まれ、ハーフなど様々な血筋の子供が入学

しており、階層は限定されていない。ジェントル

マン階層というのがマルフォイなど純血の魔法

使いのことを指すのなら、ホグワーツは彼ら以

外の生徒にも開かれた場所である。この点から、

ジェントルマン階層、つまり魔法族の純血の子

供たちだけのための教育の場ではない。 

 
そして、菱田氏の主張するホグワーツのパフ

リック・スクール的な点にも矛盾を感じる。菱田

氏は、ホグワーツには入学試験がなく、学校側の

一方的な選抜で入学する生徒が選ばれるため、

努力では越えられない壁があるという。しかし、

入学を決めるのは学校ではなく、血筋でもない。

つまり、ホグワーツの生徒は才能で選ばれてい

る。魔法の力があれば誰でも入学できるのだ。 
また、菱田氏は、ホグワーツではどんなに努力

をしても、学校側が選ばない限り入学は認めら

れないとする。これは、マグル生まれのハリーの

母にホグワーツから手紙が来たことを羨ましが

った妹が、自分も入学させてくれという手紙を

書いて断られたエピソードによるものだ。この

場合、妹の入学が認められなかった理由は努力

云々ではなく、魔法の力がなかったからだ。 

ホグワーツに入学した者と入学できなかった者

の間には決定的な力の差が生じるという点につ

いて、逆にいえば両者間に魔法の力以外の点で

違いは見られないと考える。力の差はあっても、

虐げたり虐げられたりといった関係性はない。

それぞれの世界の中で上から下まで階級が出来

上がるのだ。ホグワーツに入ったから魔法の力

が身につくわけではないため、ホグワーツへの

入学が力を持つことにつながるわけでもない。 
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結論として、ホグワーツにはパブリック・ス

クールとしての特徴に一致しない点が見られ

ることや、魔法族とマグルの間には上下関係

は見られないことから、ホグワーツは魔法族

とマグルの間の階級差を維持する装置として

は描かれていない。作品の中の偏見や差別は

魔法使いや魔女の中でもマグル生まれの者た

ちに向けられたものである。マグル生まれの

魔法使いに向けられたものであり、マグルに

向けられたものではない。では、自分たちと同

じ能力を持ちながらも血筋が違う者たちを差

別するというのは現実社会の何を風刺してい

るのだろうか。 

こちらが参考文献である。 
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Ⅳ．130354 鈴木裕美 

 

 

私は、2015 年 8月から 2016 年 1月までの 

5 ヶ月間ニューヨーク州立大学オルバニー校へ

交換留学をした。 

ニューヨーク州立大学(SUNY)は、ニューヨーク

州全域で 64キャンパス、6,000 を超える学科と

40 万を超える学生を有する全米有数の巨大大

学群である。 

その内の一つオルバニー校は、中心校である。 

キャンパスは、中央の噴水を囲むように 4つ

の学生寮が建っている。学生寮は、Indian 

Quad, State Quad,Colonial Quad, Dutch Quad

で、それぞれに食事をするダイニングホールが

ある。生徒は Munch money でそれぞれどこの寮

で食事をしてもよい。バス停は 2箇所あり、近

くの Walmart やダウンタウンに行く生徒が利

用する。 

履修した授業のひとつ Short Story では、 

毎回短編小説を 2～3 つ事前に読み、授業で

クラスメートとディスカッションをした。現

地の学生の話すカジュアルな英語になかな

かついていけず苦労した。しかし、中間レポ

ートでは Mary Gaitskill の小説について満

点の評価をもらうことができた。 

ダウンタウンで開催された Lark Fest では、

SUNY の多くの生徒が音楽や屋台を楽しんでいた。 

私も、Albany Outreach for Animals 

という団体の一員として、人々に＄１を払い、酷

い飼育方法で育てられている動物の映像を見せ

る動物保護の活動を行った。 
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留学中は日本人学生会(JSA)に所属し、 

現地で日本語を学ぶ学生との交流や、日本文化

に興味がある学生と交流を楽しんだ。また、ティ

ーチングアシスタント(TA)として Advanced 

Japanese class の担当になり、生徒の質問に答

えたり、宿題を手伝ったりした。 

JSA は定期的に日本文化で交流を図るイベ

ントを開催し「おにぎり作り体験」や「日本の

ホラー映画鑑賞会」などに参加し、友人の輪を

広げることができた。 

アメリカの伝統文化、サンクスギビングは、家

族や親しい友人とのんびり休日を過ごすとても

穏やかな日々だった。 

私は、JSA のイベントで知り合ったアメリカ人の

友人の家に 3 日ほどお世話になり、豪華な夕食

作りの手伝いや、子供たちと遊んだり NYC や NJ

に観光に行ったりした。 

在学中はできる限り旅行をした。 

カナダのモントリオールにバスで 6時間程かけ

て一人旅をした。 

ホステルで出会った人たちと一緒に観光をし、

カナダのフランス語圏を満喫した。 

また、フロリダでは全米 No1ビーチ、サラソタ

やマイアミ、ディズニーワールドとユニバーサ

ルスタジオがあるオークランドを旅行。 

その後ワシントン D.C.でホワイトハウスを見

に行った。 
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アメリカ生活で経験したことは、私の 

今後の人生の中で、最も貴重な体験の 

一つになると思う。 

なにより私の人生をより豊かにしてくれた大

切な友人との出会いがあった。 

今後も積極的に国際交流をしていきたいと思

う。 

また、アップルストアへの社会化見学にも同行

した。 

国語の授業で読んだ物語の動画作成をするのが

課題であったが、Mac や iPad で優れた動画を作成

する生徒たちに感心した。 

アメリカといったら「コミュニティサービス」が

進んだ国というイメージが自分の中にあり、Human 

Service in the Community の 

授業の一環で、地元の小学校 Eagle Point 

Elementary School で教師のサポートをした。 

NYのごく普通の公立小学校であったが、15人ほど

の徹底した少人数クラス、授業中はお菓子を食べ

ながら（先生も）4人で机を向かい合わせてグルー

プで一緒に問題を解いていくという授業スタイル

で、日本の小学校との違いにとても驚いた。 
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Ⅴ.130492 西村友 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フィールドワークを終え、2週間滞在した都市

バースを中心に、歴史的建造物が後世まで継承

されていることを実感することが多かったと感

じた。その背景には、イギリス発祥のナショナ

ル・トラストによる景観保全運動が大きく関わ

っていることが分かった。そこで、バースを例

に、ナショナル・トラストに登録されている場所

やその役割について考えてみた。 

バースは都市自体が世界遺産に認定されてお

り、クリーム色のレンガの建造物で統一された

街並みはジョージ王朝時代の特徴を色濃く残し

ている。他の都市を訪れると、バースの特徴をよ

り強く感じることができた。 

バースの有名観光地バース寺院とロイヤルク

レッセント 
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バースの街並みは上述のように、クリーム色

の建造物で統一されていることが分かる。 

 

 

貧困層のためにオープンスペース運動を展開

していた社会活動家 3 人によって設立されたナ

ショナル・トラストはイギリスで広く普及して

いる活動であるということができる。 

 

 

アセンブリ―・ルームは 18 世紀にダンスや

ゲーム、茶会などに使用されたホール。建物は

もちろん、インテリアや絵画も歴史を感じさせ

る。 

併設されたファッション・ミュージアムでは

過去 400 年間に移り変わった服装様式を陳列。

どれも傑出したデザインのオリジナルだ。 
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ジョン・ウッド作品の 1 つ。これはバースス

トーンが石材として使用可能であることを証明

するためである。パラディオ式建築は注目を集

めた。現在、邸宅自体はカレッジとして使用され

ている。庭は 18世紀当時を思わせるイングリッ

シュガーデンとしてナショナルトラストによっ

て復元・管理運営されている。 

ナショナルトラストが管理している有料施設

で 2 番目に来観客が多い。1072 ヘクタールの敷

地内にはパンテノンやガーデン、大きな湖など

がある。 

ナショナルトラストによって管理され、さら

にそれを一般に公開し、実際に使用されること

によって生き生きとした姿を維持することに成

功している。 

利点があると同時に、ネガティブポイントも

存在することを忘れてはならない。 
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日本にもナショナルトラスト協会はある

が、それほど普及してはいない。イギリスの

ように実践されている例はないのか調べて

みたいと考えている。 
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Ⅵ．130463 中川南海 

 

 

 

 

 

 

 

  

私は、イギリスで訪れた３都市のうちロ

ンドンをテーマとして取り上げた。イギリ

スの偉人の一人であるシェイクスピアが、

出身地であるストラトフォード・アポン・

エイボンからロンドンに出て演劇の世界で

一躍有名人になるまでの経緯と当時のロン

ドンの様子に迫る。 

疑問

１. なぜシェイクスピアはロンドンへ移住したのか

シェイクスピアの出身：ストラトフォード・アポン・エイボン

（オックスフォード近郊）

⇒ロンドンへと移住、劇作家としての人生が始まる

２. なぜサザーク区にグローブ座を建設したのか

中心からテムズ川を挟んだ場所に位置している

http://www.geocities.jp/t_shimizu2003/london_map.gif

今回、調査にあたって２つの疑問をたて

た。まず一つ目は「なぜシェイクスピアは

ロンドンへ移住したのか？」。そして二つ

目が「なぜサザーク区にグローブ座を建設

したのか」である。 

シェイクスピアの概要。イギリスの劇作

家であり、詩人、役者でもある。青年時代に

ロンドンに出てから約３７編の戯曲を創作

し、今日の英語の祖とも言われている。作風

は喜劇・悲劇・史劇と幅広く、その代表作に

は四大悲劇『オセロ』『ハムレット』『マクベ

ス』『リア王』などがある。 

彼がロンドンへ出た経緯を探るため当

時のロンドンについて現地の展示物から

情報を得た。当時のロンドンは急速な発

展に伴った産業の繁栄によって若者がそ

の人口の半数、そしてその内の一割が商

工業見習いの小僧が占めており、大変活

気に 

満ちた街であった。 
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ロンドン

当時のロンドン

“冒険の時代” “新規プロジェクトの時代”

⇒株式制度の会社

⇒植民地経営の考え方

伝統的な家系よりも社会的な繋がりが重視される時代

服装が重視される

産業の繁栄がもたらした好景気は当

時のロンドンの人々を新規プロジェク

トへと駆り立て、株式制度の会社や植民

地経営の考え方など、これまでにない斬

新なアイデアが次々と誕生した。 

そんな当時の劇はというと、劇作家や役

者よりも衣装が重要視されていた。劇場が

作られ始めたのもこの頃であり、シアター

座やカーテン座が誕生。 

当時の劇場とは単なる娯楽の場にとどまら

ず、社会的・政治的なメッセージを伝達す

る場というかつて教会での説教が果たして

いた役割を担う存在になっていた。 

 

ㇱェイクスピアがロンドンに出てきたで

あろうと言われている頃建設されたのがサ

ザーク区に位置するローズ座である。ローズ

とは当時売春婦の意味を指していた。ローズ

座の収容観客数は 1,900 人、5 年後に改装さ

れ 2400 人になったものの当時の劇の人気は

すさまじく現在の劇場スペースに比べ３倍

近くの人を詰め込んでいたとされている。 

 

そしてシェイクスピアが建設したとされ

るグローブ座について。写真は現在再建さ

れて残っている実際のグローブ座を訪れた

時のものである。1階が土間の立ち見席で 2

～3階が桟敷席。屋根がないことが特徴。 
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結論

 １. なぜシェイクスピアはロンドンへ移住したのか

当時のロンドン：人口が増え、街の成長が著しかった時期

娯楽として劇が浸透し始めた時期

⇒単身赴任でもロンドンで成功をつかみたかった

 ２. なぜサザーク区にグローブ座を建設したのか

サザーク区：ロンドンの中でも特に栄えた地区だった

河沿いのためアクセスが良い場所に位置していた

歴史的にも余興や娯楽の絶えない地区だった

サザーク地区

 16世紀後半のロンドン

London in the late 16th century was a thriving, growing city.

London doubled in size between 1550 and 1600.

By 1650 it had doubled again and, with a population of around 

400000, was the largest city in the world.

 世界有数の大都市となっていたロンドン

・Southwark 地域：グローブ座が建設された地域

SOUTHWARK had become a busy suburb of the city of London 

and the route to the south of England

また、当時のサザーク地区は売春宿に近

い場所が存在しロンドン都心部の人々が世

俗的な娯楽を求めて訪れる地区であった。

また古来より余興の施設があったこともあ

り、ロンドン周辺での娯楽の場として親し

まれていた。そこから当時のサザーク地区

は民衆に向けた演劇を行うために向く要素

が数多く詰まった地区であると考えられ

る。 

疑問の答えとして、シェイクスピアがロ

ンドンへ移住したのは当時のロンドンが

街の成長が著しかった上に娯楽として劇

が浸透し始めた時期でもあり、劇作家とし

てデビューするのにふさわしい地であっ

たためであり、彼がサザーク地区を活動の

拠点とした理由としては、サザーク区がロ

ンドン郊外であるにも関わらず非常に栄

えた地区であったため、また古くから当時

に至るまで娯楽の絶えない地区として民

衆にしたしまれていたためであると、結論

付けた。 

 

グローブ座が建設されたサザーク地区の

当時の様子について、現地の展示によると

ロンドン郊外でありながら非常に栄えてい

たこと、またイギリス南部に行く際の通り

道としても需要があったことがうかがえ

る。 
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Ⅶ.130521 濱中啓太郎 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

  

  

   

 

 

  

 

 

 

 

  

イギリスにおける 
労働者階級について	


130521　3年　濱中啓太郎	


イギリスにおける 
社会階級について	


 イギリスの階級制度は、生を受けた家庭が属する階級によって
自分の階級が決定する。所得の大小は直接関係がない。（？） 

➡法️律で制定されたものではない。 

 イギリスでは、上流階級 (upper class)、中産階級 (m iddle 
class)、労働者階級 (working class) の3階級が存在する。 

 中でも、労働者階級と中産階級は、階級内でも階層が分かれ
る。(ex. lower middle, m iddle middle, upper middle) 

 それぞれが所属階級に誇りを持っている。	


労働者階級とは	


 賃金で雇用され、生産手段を持たない階級のこと。いわゆるプ
ロレタリアート（wikipedia) 

 バス運転手やコック、土木作業員、日雇い労働者などブルーカ
ラー。（京都産業大学　笠原薫氏） 

➡社️会にとっては欠かせない存在。社会の一部として生活してい
る。 

 対義語は資本家階級。ホワイトカラー。（ブルジョワジー） 

私は、イギリスにおける労働者階級につい

ての研究を行った。 

イギリスには社会階級というものが存在す

る。位の高い順に、上流階級、中産階級そして

労働者階級という順番である。その中で、労働

者階級そして特に中産階級は一つの階級内でも

序列が存在する。また、イギリス国民は、生ま

れた家庭がどの階級に位置しているのかで自分

の階級が決定する。 

労働者階級とは、定義として賃金で雇用され

生産手段を持たない階級のことである。バスの

運転手や土木作業員などである。労働者階級が

いなければ社会が成り立たない。社会にとって

欠かせない存在である。 

 

 

生産手段とは、労働と結合して生産物を生み

出すための要素をさす。バス運転手であれば、

バスが生産手段である。資本家が生産手段と労

働力を買い取り、商品を生産している。 

 

生産手段とは	




 生産手段とは、労働と結合して生産物を生み出すための要素
をさす。 

 資本家が生産手段と労働力を買い取り、商品を生産している。 
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労働者階級は雇われるだけの人
間なのか？	


1.  中産階級が会社を動かす。 

2.  生️産することによって、利益が生まれる。 

3.  利益を生産しているのは労働者階級である。 

4.  労働者階級は賃金制のため財力を確保することができない。 

 

➡労️働者階級は、生産手段を持てないため、雇われるだけの人
間である。 

（？）	


 
反例として 

	

（アーティストやサッカー選手などの金持ちの労働者階級が、ハウ
スキーパーとして労働者階級を雇った場合。）	


 このケースでは、労働者階級内で、雇用する・されるの関係が
生まれる。	


産業革命によって、イギリスの資本主義社

会が加速し、雇う雇われるという関係が確固

たるものとなったと考える。 

 

そこで、労働者階級は雇われるだけの人間

であるのか。私の結論としては、生産におい

てその利益を生むのは労働者階級であるが、

利益を搾取するのが中産階級であり、労働者

階級は賃金制であることから労働者階級は雇

われるだけの人間であるということである。 

しかし反例として、スポーツ選手やアーテ

ィストなど自分で富を得た労働者階級の人

間が他の労働者階級を雇った場合、労働者階

級内で雇用する・されるの関係が生まれる。 

 

産業革命のあとに	


 産業革命によって、イギリスの資本主義社会は加速していった。
中産階級の成長、労働者階級の出現。具体的には、身分のよ
うなものが、資本主義社会の確立によってそれが社会階級と
なったのではないか。 

 

➡雇️う中産階級、雇われる労働者階級の関係が確固たるものとな
る。 

労働者階級を定義する	


 労働者階級は基本的に中産階級に雇われる。 

 雇う中産階級＝自分の利益のために、労働者階級を雇う。 

 雇われる労働者階級＝中産階級の下で働かされるが、仕事に
よって人の役に立つ、そして社会の原動力となる。 

➡労️働者階級とは、中産階級が提供する生産手段をもとに働く
人々のことであると定義する。 

ここで私なりに労働者階級を定義する。労

働者階級とは、基本的に中産階級に雇われ

る。つまり、労働者階級とは中産階級が提供

する生産手段をもとに働く人々のことであ

ると定義する。 
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左記が参考文献である。 

 

参考文献	


 < https://ja.w ikipedia.org/wiki/労働者階級>  2015/12/7 閲覧 

< http://www.cc.kyoto-su.ac.jp/~ konokatu/kasahara(09-7-29)>  2015/12/8 閲覧 

 < http://blog-imgs-69.fc2.com/m/a/g/
magicaldoor2009/886fd4782d782330424c07ac46771ebc.jpg> 2015/12/8 閲覧	


< https://ja.w ikipedia.org/wiki/プロレタリアート>  2015/12/8 閲覧 

< https://ja.w ikipedia.org/wiki/ブルジョワジー>  2015/12/8 閲覧 

 < https://ja.w ikipedia.org/wiki/生産手段> 2015/12/8 閲覧 

< http://uzawa.co.jp/sup/column/theme01/img/theme16_ 03.jpg> 2015/12/8 閲覧 

 < https://www.google.co.jp/url?
sa= i& rct= j& q= & esrc= s& source= images& cd= & cad= rja& uact= 8& ved= 0ahU K Ew iN haOplM vJAhVD FJQK H Sb3BuQQjRwIBw& url= http% 3A% 2F
% 2Fmatome.naver.jp% 2Fodai
% 2F2144359351523726601% 2F2144359410724753903& psig= AFQjCN Feh4e1_ x2oOY fkZLGBSRAO09gsBQ& ust= 1449625545319519> 2015/12/8 
閲覧 

仮定に対する答え	


 「労働者階級とは、中産階級が提供する生産手段をもとに働く
人々のことであると定義する。」という仮定は正しくはない。 

➡す️べての労働者階級の人々が当てはまる訳ではないから、これ
が完璧な定義とは言えない。 

 

 

ここで私が仮定した労働者階級の定義は

正しくないことが言える。全ての労働者階

級の人間が中産階級の下で働いている訳で

はないからである。 
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Ⅷ.130651 森屋敦正 

 

 

  

 

  

 

   

  

私はフィールドワークに参加すること

が出来なかったため、以前より関心のあっ

たアントニイ・バージェスの著作『時計じ

かけのオレンジ』を読み、作品分析を行っ

た。以下では自分なりの作品分析について

まとめていく。 

まずディストピアという言葉について

の定義づけを行い、ここではユートピアの

対極に位置する概念であり、望ましくない

世界を描くことで、現実世界を風刺するも

のであると定義づけた。 

 

ストーリーとしては、数々の暴力行為を

行う主人公アレックスが警察に捕まり刑

務所に入れられるも、ある実験の被験者と

なることで、出所することを認められると

いうものである。実験については後に記述

する。 

 

この作品の一つの特徴としてあげられ

るものに、ナッドサッド言葉がある。スラ

ブ語が語源といわれている言葉であり、若

者言葉である。この言葉が非現実感を生み

出す一つの要素ではないかと考えた。 
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本の題名となっている時計じかけのオレン

ジという言葉について考察を行った。ストーリ

ーのなかには、アレックスが強盗に入った家

で、作家が執筆していた作品として登場する。

実験によって、正常な感情を維持することを植

え付けられたアレックスの隠喩ではないのか

と考えた。 

 

ディストピア作品を現実を風刺するものと

定義づけたことを受けて、その対象について考

察を行った。極端な全体主義的政策を行う政府

や、横暴を繰り返す警察を風刺しているのでは

ないのかと考えた。 

 

まとめとしては、作者が作品を執筆した当時

の行き過ぎた全体主義的な風潮に対する警告

を行うと同時に、この作品に表れるような危険

な状態が、いつでも起こりうるという警鐘をな

らしているのではないのかと結論付けた。 

 

 

上記で言及した実験がこのルドヴィコ療法

と呼ばれるものである。強制的に数々の暴力的

な映像を見せ続けることで、主人公アレックス

が、暴力行為を行おうとすることに生理的拒絶

反応を植え付けようと試みたものである。 
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以上が参考文献である。 
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４．The Diary 

 

【Friday, 31 July 2015】 

【Saturday, 1 August 2015】 

 羽田空港にトム･クルーズがいた。 

 パリで搭乗手続きしようとしたら、EU加盟国以外の人はまだと感じ悪く言われた。 

 パリの免税店の人は、開店時間前にお店を開けてくれて優しかった。 

 ロンドンの税関は厳しめで丁寧だった。 

 ヒースロー空港内の電車でももりちゃんとはぐれ、カフェネロで再会。 

 バースへのバス乗り場ではいろいろな地方へ向かうバスが出ていて、バスは時間通りに来ないし乗

り場が予測不能だった。 

 John Wood Court のフロントの黒人の女性はとても親切だった。 

 Mr. B’s Emporium of Reading Delights という書店のスタッフの人はとっても親切。オースティン

についてももりちゃんと議論していてさすがイギリス人の書店員さんだなと感心した。 

 夜になっても明るく、クラブのようなお店には若者が集まる。 

 夜、お湯の出し方が分からず聞ける人を探しにあかねちゃんと外に出た。フロントはもう閉まって

いた。カードキーを忘れて建物に入れないでいたイギリス人の男の子３人に逆に声をかけられ、ド

アを開けてあげてその代わりにお湯の出し方を教えてもらった。 

 スーパーはとても大きくて、食料品からアナ雪のドレスまでなんでもそろっていた。 

 

【Sunday, 2 August 2015】 

 バスに乗って Chippenham という街に行った。 

 ２階建てバスがたくさん通るからか、街路樹の枝がバスに当たらないような形になっている。切っ

ているのか枝が自分でそういう風に伸びているのかは分からない。 

 喉が痛くて声が出なかったのでマスクをしていると、地元の人には結構じろじろ見られる。やっぱ

り日本人ほどマスクする人はいないのだろうか。 

 Mr. B’sに行って Harry Potter の 1st Edition を探していると言ったら、もう印刷されていないの

で仕入れることはできないが、もしかしたらロンドンの Harry Potter shop にはあるかもしれない

よと教えてくれた。予想以上に親切で感動した。 

 Roman Bath の売店でおそらくローマ語バージョンの Harry Potter を見た。Harrius Potter になっ

ていた。 
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【Monday, 3 August 2015】 

 学校初日。 

 朝フロントの人が教えてくれたバス停に行こうとしたら、別の日本人集団が別のバス停で待ってい

た。それでもフロントの人の言葉を信じて言われたバス停に行くと、さっきの日本人集団が来たバ

スにすでに乗っていた。 

 バスが時間通りに来ないので、時刻表も日本のように時間が書いてあるのではなく、バス到着まで

あと何分といったような電光掲示になっていて、バスの遅れによって変動する。こういう表示にし

なくてもほぼ時間通りに到着できる日本の交通機関はすごいなと思った。 

 配られたバスの回数券は 10回使えるものが 2枚で、運転手が専用の機械やペンで適当な場所に穴を

開けてくれる。 

 中国人の第一印象はやたら仕切りたがる。 

 中国人と日本人の全体に占める割合がすさまじかった。西洋人は全体の 1/6もいない。 

 スピーキングのテストは中国人２人とグループだった。２人とも私よりも英語が上手で、落ち込ん

だ。 

 キャンパスツアーでの皆の歩くスピードが速すぎる。 

 クラス発表では、友ちゃんとみなみちゃんと同じクラスになった。メンバーは他に日本人２人と、

イタリア人１人と中国人５人。 

 先生は Cal先生。キャロライン先生。ウェールズ育ち。専門は英語で、歴史小説と泳ぐのが好き。 

 チームタスクでは中国人のゾーイと日本人のひかちゃんと一緒だった。やっぱり日本人は中国人に

押され気味。 

 バスの運転手さんに TA!と言われる。多分 Thank you の意味。それはオーストラリア英語だと思って

いたので、イギリスでも使うのかと驚いた。 

 あかねちゃんとみなみちゃんと夕食の準備。皆で食卓を囲みました。 

 キャラメライズドオニオンっていうドレッシングがおいしい。 

 アイスのパッケージが頑丈すぎて、開ける時に指をけがするかと思った。 

 洗濯がややこしい。何で普通のコインランドリーにしないのだろう。 

 

【Tuesday, 4 August 2015】 

 中国人は人の意見をスルーする傾向がある。相手の言っていることを認めたくないのか、それとも

相手の言っていることの意味が分からないのか、分からないことを認めたくないのか謎。 

 中国人は自分の国が好きらしい。自分の国の料理のほうがイギリスの食べ物よりも優れているとい

って先生をちょっと怒らせたり、イギリスの水は汚いかのような発言をしてまた先生をちょっと怒

らせたりしていた。また、日本人は入試で英語と中国語を勉強するのかと聞いてきたりもした。自

分の国の言葉を勉強することが日本人にとって重要なことだと本当に思っているのだなと本当に驚

いた。 

 中国人は自発的に発言するわりに言っていることや英語が間違っていたりする。きっと「正しく話
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す」といことよりも「自分の意見を伝える」ということを重要視しているのだろう。 

 自分から話してみたい人に話しかけに行ったらすごく楽しかった。 

 あかねちゃんのクラスに、日本大好きな中国人がいた。日本人や日本のことをすごく褒めてくれて

嬉しい。 

 買い物に行ってくれたももりちゃん友ちゃん小谷ちゃんが不審者に会ったらしい。I’m starving と

言って着いてきたり phone number 教えて～って言ってきたりしたらしい。 

 

【Wednesday, 5 August 2015】 

 中国人は人の言うことを聞かないし中華思想っぽいと思っていたが話してみるといい人。中国の教

育の方法が原因で性格が違ってくるのかなと思った。 

 福岡ガールズは口も悪いし適当だし協力的ではない。いつも集団でいて、勉強しに来ているという

より観光しに来ているみたい。 

 ミートパイがおいしい。 

 アメリカのサブウェイはすごく大きかったけれど、イギリスのサブウェイは日本のと変わらないサ

イズだった。 

 

【Thursday, 6 August 2015】 

 今日は初めてプロジェクトの授業があった。わたしは Artのクラスで、先生は巣ピーキングのとき

のベンでした。同じくスピーキングが一緒だったキャサリンと、あかねちゃんのクラスのセリーナ

と、普段のクラスが一緒のペギーともとえちゃんも一緒でした。 

 中国では LINE は合法ではないらしく、皆 LINE に似た別のアプリを使っていた。 

 シェリーと授業中のディスカッションで中国の大気汚染について話した時、中国の大気汚染はわた

しが思っているよりもずっとひどいものだと知った。人々はマスクをつけていないと病気になって

しまうらしいし、１年に 200日以上の日は青空を見ることができないらしい。 

 Bristol は Shaun the Sheep の街。 

 帰りに皆とふらっと立ち寄った古本屋さんで、ずっと探していた Harry Potter の 1st Edition を見

つけた。Mr. B’s の Edのアドバイスのおかげで古本屋さんを探して見つけることができたので、本

当に感謝。しかも古本だったのでとても安く、3冊買ったら 1冊ただになって、炎のゴブレット以外

の 6冊買ったのにも拘らず 11ポンドだった。 

 一旦寮に帰ってから、Sainsbury よりも安いらしい TESCO というスーパーに買い物に行った。実際そ

んなに変わらなかったし、Sainsbury の方が広くて品揃えがよかったかもしれない。そのあと

Sainsbury にも行った。 

 その後、学校のイベントの１つだった native English speakers と話す very very great 

opportunity だという会合に行った。しかし、会場に全員入り切れなそうだったし native speaker

の人数も外国人の学生の数に対して少なそうだと思ったのでパブに行くことにして抜け出した。公

園に入ると、皆瞬間的に童心に帰って遊んだが、あかねちゃんが転んだことで正気に戻った。地元
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の子供に What’s happen?と心配された。 

 公園を出てパブに向かって歩く道端に黒猫がいたので抱っこして写真を撮った。後からもとえちゃ

んに聞いた話によると、イギリスでは猫は屋外に出てはいけないという決まりがあるらしく、黒猫

に会えたわたしはラッキーでした。 

 ももりちゃんから、Bath Abbey のはしごを上る天使たちのいくつかは上っているのではなく地獄に

向かって下がっていて、そういう天使は首がないということを聞いて、通りすがりに見てみると本

当に首がなくて怖くなる。何で地獄に下りようとしているのだろう。 

 次の日プロジェクトの授業で Bristol に行く予定だったこともあり、パブに着く前にわたしと小谷

ちゃんはギブアップ。家に帰る途中で小谷ちゃんと道が分からなくなり、地元のおばさんに尋ねる

と優しく教えてくれた。 

 途中カフェでホットチョコレートを買う。夜になるとカフェにも若者が集まり、楽器を演奏しそう

な人もいて賑わっていた。 

 明日の Bristol でのグループ行動では日本語が通じる相手がいないので、英語を頑張ろう！ 

 

【Friday, 7 August 2015】 

 午前中はプロジェクトで Bristol に行って、ストリートアートを見てきた。Bristol は urban city

だった。様々な模様の Shaun the Sheep がいっぱいいた。 

 ストリートアートについて街の人にインタビューしてそれらが好きかどうか尋ねると、かっこいい

から好きだという人もいる一方で汚いから嫌いだという人もいて賛否両論だった。その街のシンボ

ルともなっているようなアートでも、全員がそれを好きとは限らないことに気づいた。私も正直汚

いと思うし、一般市民が自由に街中でアーティスト活動してしまうと無秩序になるのではないかと

思う。 

 ペギーとタピオカジュースを飲んだ。店員さんも１人しかいなくて出てくるまでに 10分もかかっ

て、怒ってはいないが日本ではありえないなと思った。 

 バスも電車も時間通りに発車しない。 

 同じグループの中国人たちはいい子だが、昨日ベンがくれたいろいろ書き込みがしてある Bristol

の地図を全員が全員忘れてきたことには驚いた。わたしのものを貸したが、ぐしゃぐしゃにされ

て、しかも返してもらえなかった。人から借りたものはそんなに粗末に扱ってはいけないと思う。 

 電車の中が、食べ物が散乱していたりして汚い。こぼしたまま帰る乗客も乗客だが、清掃員はいな

いのだろうか。 

 ペギーが帰りの電車でずっとお母さんと電話しているのを見て、電車の中で電話するのはマナー違

反だと思っていたわたしは驚いた。 

 帰ってから皆と合流してファッションミュージアムに行った。ドレスを着てみたが、日本人のわた

しが着るとやっぱりゴスロリみたいになった。西洋人の女の子はとても似合っていた。あと、コル

セットがあるのとないのとではまったく見栄えが違う。 

 細かい虫がいっぱい飛んでいた。 
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 Thermae Bath Spa に行った。列ができていて、割と混雑していた。 

 更衣室は男女分かれていなかったが、完全な個室だった。 

 屋上のプールからは、気球と、虹が３本も見えた。写真を撮りたかったが、カメラは持っていって

はいけないと言われてロッカーに置きっぱなしだったので取れなかった。他人の水着姿とかが写り

こむと問題があるからだろうか。 

 

【Saturday, 8 August 2015】 

 皆で Stonehenge に行くことになった。予約は昨日の夜にした。 

 Bath Spa station のカウンターでは、Salsbury 行きの電車はないと言われた。アジア人の子供だと

思ったのか、結構態度が悪かった。 

 電車の中は、予約席にはチケットがささっているシステムで、これはウィーンからブダペストに行

ったときの電車と一緒だった。 

 Salsbury から Stonehenge 行きのバスに乗ろうとした時も、係のおじさんにすごく嫌な態度をとられ

た。また差別か。 

 Stonehenge はすごかった。巨人が組み立てた説、ラピュタから降ってきた説、地面から生えてきた

説などを話して、おもしろかった。 

 イングランドで一番高さが高いという Salsbury 大聖堂に行った。さすがの高さで、高すぎて遠すぎ

てはりぼてみたいだった。 

 2015 年は 1215 年のマグナ･カルタから 800 年ということで、800 と書いてある兵隊みたいな人形が

置いてあった。 

 大聖堂の上まで入れて全員の写真を撮ってもらいたくて現地の人に頼むと、写真は撮ってくれたが

大聖堂が上まで入っていなかった。こういうことが他の場所でも何回かあって、写真のセンスを疑

う。 

 

【Sunday, 9 August 2015】 

 オースティンツアーに行った。腹痛と風邪で体調が悪く、着いていくので精一杯だった。参加者の

女の子が Harry Potter に出てくるラベンダーに似ていたのでわたしたちはラベンダーと呼んでい

た。ラベンダーはダーシーと話したがっていたが、話しかける勇気がないらしかった。 

 

【Monday, 10 August 2015】 

 今朝は、雨のせいかバスが遅れていて、2本同時に来た。 

 あかねちゃんのクラスメイトの日本人の女の子が、ワーナーのスタジオツアーを予約しようとした

けどもう予約がいっぱいで、９月からしか空いていなかったと教えてくれた。絶望したが、何回も

サイトを見るとその度に予約可能な日程が変動することに気づいた。 

 そこで何百回もサイトにアクセスして、ついに 17日のツアーを予約することに成功した。最後には

ツアーに行きたい人全員が同じ日の近い時間でチケットを買うことができた。わたしは 18:30 から
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のツアーだが、3時間でも見足りないと思うので悲しかった。実際の予定がどうなるか、現地に行っ

てみないとどうにも予想しづらいというのもあったが、前日予約でも大丈夫という情報を信じて

前々から予約しておかなかったことを後悔した。 

 

 【Tuesday, 11 August 2015】 

 授業で本の話をした。 

 皆、manga は男が読むものだと思っているらしく、日本では少女マンガなどもあって女性も普通にマ

ンガを読むこととのギャップに驚いた。 

 風邪で咳をしているわたしに先生が、「まゆはわたしが暑がって窓を開けてばかりいるから咳をして

いるのよね。ごめんなさいね」と言ってきた。逆に申し訳ないです。 

 授業で出てきた、トマス･ハーディの『ダーバービル家のテス』を読みたい。 

 あかねちゃんから聞いた、妊娠した女の子の話の中で誰が一番悪いかという問いの答えが日本人と

中国人では違うということに驚いた。その話では、若い女の子が妊娠して、彼氏にそれを告げると

自分の子とは限らないからといって見捨てられ、親からも見離され、しばらくかくまってくれた友

達も結婚するからといって女の子を追い出してしまい、１人で子供を頑張って育て、時にはお金を

稼ぐ手段として売春もした女の子の息子は、最終的には母が売春をしていたことに幻滅して母親を

見捨て、女の子は最終的に１人になるという話だ。わたしたちは、いくら若くして妊娠してしまっ

たからといっても実の子供を見捨てた親が一番悪いと思ったのだが、中国人は口をそろえて、最後

に母親を見捨てた息子が悪いと言った。中国人のクラスメイトは、中国では大学を決める際や結婚

や就職などにも親の意見が強く影響すると言っていたし、そういう中国の伝統なのだろうなと思っ

た。しかし、実の子供を見捨てた女の子の両親は罪に問われないのに、母親を見捨てた息子みは罪

があるというのは理不尽ではないだろうか。 

 Harry Potter を今英語で読んでいますと先生に言ったら、褒めてくれた。 

 夜にプロジェクトのグループで集まった。風邪を引いているのでマスクをしていくと、なんでマス

クをしているのかと聞かれた。風邪を引いているからだと答えると、中国人は風邪のときにはマス

クはしないけど、大気汚染でマスクするよと自虐ネタで返ってきた。風邪のときにマスクしない

で、周りの人にうつったらどうするのだろう。 

 授業中に Harry Potter の話をしたときに、先生があれはスラングがいっぱい出てくるから難しいと

思うと言って、ハーマイオニーのことを指すがり勉のスラングを教えてくれた。スウォットみたい

な。 

 

【Wednesday, 12 August 2015】 

 Inventions について授業でやった。 

 グーテンベルクの活版印刷のことを中国人が知らなくて、驚いた。中国の印刷術を参考にして作ら

れたのが西洋の活版印刷だったと思うので、中国人が知らないのはもったいない。わたしの説明が

悪くて、単語と事柄が繋がらなかっただけかもしれないが。 
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 咳をしていたからか、授業中全くあてられなかった。 

 20:00 からはまたプロジェクトの練習。わたしはプレゼンテーションのために英語をゆっくり話して

いるのではなくて、慣れないから速く流暢に話せないだけなのに、まゆのスピードがプレゼンには

理想的だと言われて気まずかった。 

 

【Thursday, 13 August 2015】 

 今日の授業は発音についてだった。 

 This is the house that Jack built!! 

 ２コマ目は SALC で読書。Never Let Me Go を読んでいたが、途中で咳が止まらなくなっていたら先

生がのどあめをくれて、外に行ってきてもいいよと言ってくれた。本は結局ポロシャツのシーンま

でしか読めなかった。 

 午後のクラスは授業の発表。友ちゃんの music のクラスと合同でした。 

 友ちゃんのクラスはほとんどが福岡ガールズで、福岡ガールズはプレゼンも全く準備をしてこなか

ったらしく、呆れた。他人の発表の最中にこそこそと発表の打ち合わせを始め、プレゼン本番の最

中にもこそこそと日本語で打ち合わせをしていた。先生からの質問にも答えられていませんでし

た。せっかくの留学の機会なのに、不真面目にやっていてはお金がもったいないです。 

 寮に帰ると加藤先生が登場しました。 

 Nando’sでごはんを食べた。注文がうまく伝わらなくて 2個分のお金を払ってしまったけど、説明

したらちゃんと返してくれました。 

 ディズニー公式ツイッターが 8月 6日に「なんでもない日おめでとう」とかつぶやいて問題になっ

たらしい。 

 

【Friday, 14 August 2015】 

 最後の授業はゲームだった。Golden Shot というゲームとボードに書いた的にボールを投げて当たっ

たところの collocation を答えるというものだった。２つ目は Just a minute という、テーマに合

わせて１分話すゲームだった。 

 最後のお別れ会では music クラスの歌を聴いた。 

 THE BATH BUN にアフタヌーンティーを飲みに行った。ケーキやサンドイッチやスコーンも含めて、

友ちゃんとシェアしてちょうどいいくらいだった。 

 店員さんがダニエルに似ていて、一緒に写真を撮ってもらった。 

 Roman Bath と Bath Abbey に行った。 

 最後に Mr. B’sに行って、Harry Potter を無事見つけたことと、明日からオックスフォードに行く

ことを話すと、また戻ってきてねと言ってくれました。Harry Potter に関しては、わたしが探して

いたことを覚えていてくれて、感動しました。 
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【Saturday, 15 August 2015】 

 今日からオックスフォードでした。 

 泊まるキーブル･カレッジは古くて雰囲気のある建物でした。白人の係員の人が部屋まで案内してく

れて、全員のキャリーを部屋まで運んでくれた。 

 移動中の電車で、置き場所が他になかったので小谷ちゃんのキャリーを座席に乗せていたら、知ら

ないおじさんに What’s up!!と怒られた。 

 ボドリアン図書館に行って、ホグワーツの医務室を見た。 

 Christ Church ではグレート･ホールが本当に Harry Potter の世界でした。アリスのステンドグラス

も、係のおばさんに教えてもらって見つけました。そのおばさんに、なんでここがホグワーツの食

堂のモデルとして使われることになったのかと聞くと、作者の J.K.Rowling がそれを希望したから

らしい。映画の中の食堂の壁にはここのようにたくさんの肖像画は飾っていないが、肖像画達の目

線があって誰かに見られているような感じがするのもよかったのかもしれないとその人は言ってい

た。 

 Christ Church は実際には撮影に使われておらず、モデルになっただけ。機材をオックスフォードま

で運ぶのも大変だし、ホールの大きさも足りないために、ロンドンのスタジオに同じようなホール

が作られた。 

 次に同じくオックスフォード大学の New College に行った。ここは炎のゴブレットでムーディがマ

ルフォイをイタチ？に変えるシーンが撮影された場所で、そのシーンに登場する木も見ることがで

きた。 

 聖メアリーで展望台に上った。 

 

【Sunday, 16 August 2015】 

 朝ごはんを食べるホールがホグワーツの食堂みたいですごかった。 

 午前中はブレナム宮殿に行った。宮殿に入るのに 21.50 ポンドかかると聞いていたのに、結局バス

込み 18ポンドくらいで済んで嬉しい。 

 Churchill の歴史について学んだ。Winston Churchill はその祖先で戦勝のご褒美にブレナム宮殿を

与えられた John Churchill に憧れていた。先代の首相の推薦で、イギリスが戦争に勝つために首相

に選ばれた。その後人気は落ちるが、1951 年に首相に再選される。 

 今日も Christ Church に入ろうとしたら、日曜日で閉まる時間が早くて間に合わず、目の前でドア

が閉められた。黒人の係員の人に、なんでここが Harry Potter のロケ地になったのかと昨日と同じ

質問をしてみた。すると、大きいからではないかと言われた。黒人の方の英語はすごく聞き取りづ

らかった。 

 トールキンと C.S.ルイスが通ったというパブ、The Eagle and Child に行った。壁にホビットやナ

ルニアのタペストリーみたいなものが飾ってあった。 

 パブでは、フィッシュアンドチップスなどをつまみながらゼミ討論。先生から、午前中に訪れたブ

レナム宮殿で観た展示の内容を踏まえ、Churchill についてお話があった。第 2次世界大戦当時のイ
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ギリス首相 Winston Churchill は 1874 年にブレナム宮殿で生まれる。Winston は幼い頃より、自身

の祖先であり 1704 年にブレンハイムの戦いでの勝利をたたえられてアン女王よりブレナム宮殿を与

えられた John Churchill に憧れを抱いていた。そのため彼の学校での成績は決していいものではな

かったにも拘わらず、歴史と地理においてだけは飛び抜けていた。やがて Winston は軍事面で頭角

を現し、戦争に勝つことが最重要事項とされた世界大戦の時期に首相に就任する。任期は第 2次世

界大戦直前の 1940 年から戦後選挙で敗退する 1945 年までと、冷戦の時代となる 1951 年から 1955

年であった。このことから、Winston Churchill は戦争に勝つための首相であったことが分かる。ま

た、彼は戦争に貢献した首相ということでイギリス人が選ぶ好きな偉人ランキングでは 1位にラン

クインするほどの人気があることからも、戦争についての考え方が日本人とイギリス人では全く異

なるということが分かった。イギリスにとっての戦争は日本にとっての戦争と違い、「反省すべきも

の」ではなく「誇るべきもの」である。一方は戦勝国、一方は敗戦国であるという歴史の違いはあ

るかもしれないが、勝っているからといって戦争は素晴らしいものだと言えるだろうか。考えてみ

れば、多くの人が訪れる観光地である宮殿にかつての首相の戦争における業績をたたえた展示をす

るなど、日本では考えられないことだ。このようなイギリスと日本の戦争についての考え方の違い

は、日本と比べたときに最も顕著なイギリスの特徴である。私たち日本人にとって戦争とは一般的

には繰り返してはいけないものとされ、デリケートに語らねばならない問題であることが当たり前

の前提としてあるが、イギリス人にとってはそうではないのだ。このことを自分の目で見て感じて

くることができたのが、ブレナム宮殿訪問の最大の意義であった。 

 

【Monday, 17 August 2015】 

 今日もロンドンに移動する前に Christ Church に行って、4人の人にインタビューした。初日のおば

さんが一番詳しく教えてくれて、それ以上の収穫がなかったので残念。 

 ロンドンに移動した。リフトが少なすぎる。何度もキャリーを担いで階段を上った。 

 Warner Bros. Studio Tour!! 

 ダンブルドアは、2作目までと 3作目以降で俳優が交代している。シリーズの途中で俳優が代わった

唯一のキャラクターである。1代目のリチャード・ハリス演じるダンブルドアは中世ルネサンス風、

2 代目のマイケル・ガンボン演じるダンブルドアはヒッピーシックというように衣装の雰囲気も変え

られている。 

 ダンブルドアの部屋のセットにあるたくさんの本は、電話帳をリメイクして作られたものである。 

 ウィーズリー家のセットに使われる小物は、ウィーズリー家があまり裕福でないために、なるべく

高価ではないものがリサイクルショップなどから集められた。 

 子役がスタジオにいられるのは 1日 4時間までと決められており、スタジオ内には学校があって、

子役はそこで勉強をしていた。忙しいときには 50人もの教師がその学校で働いていた。ダニエルは

英語やフランス語、エマは地理、ルパートは美術が得意だったらしい。 

 魔法薬学の教室の壁の文字は昔の錬金術に使われた呪文の成分に関係がある。 

 賢者の石での最初の魔法薬の授業はスタジオではなく、レイコックにある修道院でのロケだった。 
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【Tuesday, 18 August 2015】 

 ロンドン２日目。 

 レスター・スクエアに行って、今日のレミゼの立ち見のチケットと、明日のチャーリーとチョコレ

ート工場のチケットを買った。立ち見は劇場に直接行かないと買えない。 

 レスター・スクエアにはたくさんのチケット売り場があった。 

 トラファルガー広場へ。ストリートアーティストがいっぱいいた。トラファルガー広場のライオン

は三越のライオンの大本。 

 ロンドンの中心部の広場には、アメリカ人のリンカーンの像があった。マンデラやガンジーもい

た。 

 レミゼは、立ち見が全く苦じゃないほどよかった。One Day More のシーンと、ジャベールが死ぬシ

ーンは鳥肌が立った。 

 ファンテーヌ役の人がアジア系の顔立ちで、身長も低かった。アジア系かと思って本日のキャスト

を見たがそれらしい名前は見つけられなかった。アジア系イギリス人かもしれない。 

 

【Wednesday, 19 August 2015】 

 ロンドン３日目。 

 エミレーツ・スタジアムに行ってお土産を買う。 

 寮から歩いてキングス・クロス駅まで行った。芸術社会論の授業で模写をしたのだが、そのままで感

動した。 

 次に死の秘宝に登場するミレニアム・ブリッジ、アズカバンの囚人に登場するバラマーケットに行

った。 

 ロンドン塔、タワー・ブリッジ、大火塔を見た。 

 夜はチャーリーとチョコレート工場を観た。演劇文化論で習ったドルーリー・レイン劇場だったの

で感動した。また、映画のストーリーしか知らなかったのでラストが映画と少し違っていて驚い

た。でもリスのシーンなどは映画とミュージカルはそっくりだった。 

 

【Thursday, 20 August 2015】 

 大英博物館に行った。本当に広くて、とても見切れなかった。全部見たら 1 週間ぐらいかかりそう。

途中で疲れて何度も休んでしまった。 

 帰りにカフェネロでホットチョコレートを飲んで、スタンプカードが全部たまった。 

 寮まで 1人で帰ろうとしたら道が分からなくなって、焦った。建物のデザインが統一されているた

め自分がどこにいるのか分からなくなる。 
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６．Reviews 

Ⅰ.130107 浦 萌々理 

今回イギリスで以下の 2点を学んだ 

・多くの人との関わりを通して専攻を深めることができること 

・まだまだ英語力が低いこと 

 地元の書店や博物館の店員とオースティンの作品について語り合ったこと、Ball room party に参加した

こと、ジェーンオースティンツアーに参加したこと、留学先で他国の友人とオースティン作品について議

論しあったこと等を通して、様々な方面から知識を得ることができ、非常に意義のある経験となった。今

後も国を自ら積極的に越え、多くの人と関わりあうことで専攻や勉学の知識を深めていきたいと思う。 

 また、英語力に関しては、行く前はある程度の自信があった。しかし、バース大学の短期セミナーにて、

自分の意見をうまく述べることができず、悔しい思いをすることがあった。反対に、ヨーロッパの友人達

は文法等を恐れず、彼らの思いを英語で表現することに躊躇はなかった。また、中国の友人は、同じアジ

ア人であるにも関わらず、私よりも流暢に、的確に英語を操っていた。私も負けてはいられないと思い、

帰国後もさらに英語力向上に励んでいこうと決意した。 

 以上を踏まえ、この英国での学びは私にとって非常に大きなものであった。この経験を活かし、今後の人

生へと繋げていきたい。 

 

Ⅱ.130118 大黒 茜 

 今回のサマープログラムを通じて、今まで日本で学んできたことを実感し、また現地でしかわからない

ことも感じることができた。 

 今まで日本とイギリスの大きな違いの一つとして、世界大戦という歴史背景があることを学んできた。

日本では戦争はあくまで過去のあやまちであり、決して繰り返されるべきものではない、という一貫した

教えが存在する。しかしイギリスでは戦勝国であるがゆえに、日本のように否定的なイメージよりも、素

晴らしい勝利、栄光といったイメージを戦争に対して抱えているということを、実際にチャーチル元首相

の生家であるブレナム宮殿を訪れたことで感じた。 

 現地で初めて感じたこととしては、国民性の違いである。例えば、日本人特有の奥ゆかしさに由来する、

人の主張を最後まで聞き、理解してから返答するという行為は国際社会で交流する際弱点になりがちであ

るということだ。状況にも左右されるとは思うが、ヨーロッパ人や中国人の学生は、人の話を割ってでも

自己主張をする。保守的な姿勢は世界的に見れば特異であり、自分たちを客観的に見る姿勢も重要である

と感じた。 

 実際に異国を訪れ、文化に触れることで、机上の学びでは理解しきれない部分を内側から感じることが

できた。また、自分の考え方や文化を客観視することができた。今回のフィールドワークで得た視点を大

切に、これからの学習に励んでいこうと思う。 
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Ⅲ. 130206 川村茉由 

今回のフィールドワークで、自分はまだまだイギリス社会について知らないことがたくさんあると改め

て気づかされた。ブレナム宮殿でのウィンストン・チャーチルについての学びもその１つである。日本で

は恥ずべき過去とされ、二度と繰り返してはいけないという反省の対象である戦争が、イギリスでは打っ

て変わって栄えある歴史として国民に認識されているという事実にはこれまで考えが及ばなかったし、非

常に驚いた。日本では戦時中の総理大臣が崇められることなど考えられないというのに、イギリスではウ

ィンストン・チャーチルの生家であるブレナム宮殿にはその功績をたたえて展示が催され、現在でも国民

の賞讃の的となっているという事実は、日本と比べたときにイギリスという国の大きな特徴となるのだな

と感じた。日本ももし戦争に負けていなかったら戦争を良しとする国のままだったのかと思うと、敗戦し

てよかったとも思える。 

 帰国後の個人発表では、ホグワーツはパブリック・スクールの風刺であるか、つまり『ハリー・ポッタ

ー』シリーズにおける魔法族とマグルの差は現実社会におけるイギリスの階級差であるかという問題を取

り扱った。その調査においても、自分のイギリスの教育制度や階級問題についての知識のなさを痛感し

た。これからの自分の研究テーマにとってイギリス社会の理解は必須であるので、それをこれからの目標

としたい。 

 

Ⅳ. 130354 鈴木裕美 

アメリカへ交換留学をするに当たり、家族、友人、学校の先生、職員の方、奨学金を給付してくれた企業

などから様々な力添えを得た。彼らの助けなしでは私の留学という夢は叶わなかっただろう。また、私自

身、留学の条件である TOEFL や IELTS のスコアを満たすため日々英語の勉強を頑張った。それでも留学当

初は、現地の人が話す英語が聞き取れず苦労した。セメスターが始まり、興味のあった授業に行くと、教

授の話す内容もよく理解できず、また現地の大学生と全く同じ課題をこなすことに先行きが非常に不安に

なった。留学生だからという特別扱いはない。たくさんの留学生が世界中から集まり、特に珍しがられる

こともなかった。語学学校ではなく大学へ交換留学をすることの大変さを痛感した。アメリカの大学生は

高い GPA をとることに熱心で、図書館は座る場所を見つけるのが困難な程いつも混んでいた。そこで留学

前に履修を考えていた授業をやめ、自分の力量にあった授業を履修することで大学生活に馴染んでいった。

教授はオフィスアワーに質問をしに行くといつも熱心に応えてくれた。日々現地で生活を送ること自体が

貴重な体験であった。毎日のようにキャンパスでは様々なイベントが開催され、それらに積極的に参加す

ることで、一生絆を深めたいと思う大切な友人も作ることができた。現地でしか体験できないアメリカの

消費社会や人種の問題などを経験できたことも留学の成果である。 

日本に帰国した今、アメリカで見てきたこと・体験してきたことを踏まえて物事を捉えるようになった。

広い視野を持って物事を客観的に見ることができるようになった。そこで気付く日本社会の矛盾や、逆に

アメリカになくて日本にある素晴らしい文化などを発見し、今後もより深い思考ができるようになるため、

熱心に国際交流をしていきたいと思う。 
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Ⅴ. 130463 中川南海 

今回の英国バース大学への短期留学、そしてその後のフィールドワークでは実際に現地での活動を通し

て座学では得られない多くの経験ができた。 

これまでイギリス文学・文化演習ゼミではユートピア文学をエコロジーという観点から考察し、環境問

題や脱植民地主義など２１世紀型の課題に取り組んできた。また文学作品を社会の縮図として当時の時代

背景や作品の意図などを理解できるようディスカッションなども行ってきた。そして実際に現地を訪れ、

今のイギリスに暮らす人々の考えや価値観を新しい視点として自分の中に取り入れることで、これまで研

究対象だったイギリスが生きた国であると改めて実感した。また、自分たちが日本の歴史的背景によって

培ってきた戦争や環境、男女差といった問題に対する考えは自国の教育や文化によって形成された一方向

的な考えであったことに外へ出て初めて気付くことができた。 

イギリス文学を学ぶ、という異文化理解を通じて自国の文化とアイデンティティを捉え直すことが体現

できたのが今回のイギリスへの短期留学での経験であり、私が学び得た中で最も印象的なものの一つであ

る。 

 

 

 

Ⅵ. 130492 西村友 

3 週間のイギリス海外語学研修・フィールドワークは本当にかけがえのない時間であったと思う。日本に

いたら絶対に体験することができなかったであろうこと、多くの良き出会いがあった。イギリスへ行った

ことで異文化を体験することは勿論のこと、バース大学で出会った多くの他国から来た学生から学ぶこと

は大きかったように感じる。彼らは自国のことを良いことも悪いこともすべて客観的に見て発信する力に

長けていた。また、自分の考えを明確に述べる点など見習うべき点が多くあった。私はイギリスを訪れて

自分が日本人であること、アジア人であることを強く感じた。同時に、いざ日本のことを話そうとすると

何も話せず、自国の理解が足りないことを身をもって実感した。異文化理解をするということは自国の文

化やアイデンティティを捉え直すことであることを改めて考える機会となった。日本文化に対する理解を

深めたいという思いが強くなり、現在はいつか通訳案内士の資格を取得出来るように勉強したいと考えて

いる。 

実際にイギリスへ行って自らの五感を通じて感じたことは机上の学びでは体験することができない貴重

なものであった。また、英語を学ぶことの重要性を以前に増して感じるようになり、今後も努力したいと

思っている。語学研修・フィールドワークを通して異文化理解、自国に対する考えを捉え直すなど多くの

ことを学び、そして次につなげる新たな目標を得ることができた。今回学んだことを生かし、より研究分

野の理解を深めることに努めたいと思う。 
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Ⅶ. 130521 濱中啓太郎 

 実際 3 つの都市を調査し、バースという私たちに馴染みのない都市だけではなく、ロンドンやオックス

フォードといった私たちにとってある程度親しみのある都市についても調べることによって新たな発見が

あった。 

 実際のフィールドワークを想定した事前学習を通じて、より私たちが現地へ行く具体性や実行性を考慮

した調査を行うことができた。文学や文化的領域のみならず、交通インフラや、各都市の産業や地理的要

素にも目を向けることで、より幅広い視野で各都市を分析することが重要であると感じた。各都市を調べ

ることによって、そこから日本との共通点や相違点などを改めて確認することができた。 

 

 

 

Ⅷ. 130651 森屋敦正 

 ロンドンやバースといったイギリスの各地を各自で調べるという事前学習を通じて、今まで自分が思い

描いていたイメージが覆ったり、さらに知識を深めたりすることが出来るなど有意義に時間を使うことが

出来た。 

また自分以外のゼミ生も自分の興味や与えられたテーマに沿って調べ学習を行っていたために、着眼点

の違いから議論が発展するなど、複数の人で調べ学習を行うからこそ得られる発見がたくさんあった。 

自分自身はフィールドワークにはいくことが出来なかったが、実際に行ってきた人たちの話などを通し

て調べ学習の検証などについても知ることが出来たので大きな成果だったと感じる。また夏休み中の自分

自身の課題として、「時計じかけのオレンジ」を読み作品分析を行ったことで、卒業論文の下地が出来上

がったことも大きな成果だったと感じる。「時計じかけのオレンジ」に関しては、難しい作品ではあるが

時間をかけて読み込むことが出来たので、背景に隠れる問題や、風刺しているものについての考察を自分

なりに踏み込んで行うことが出来たと感じる。 
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